
生涯学習で「元気な入間」の実現へ
生涯学習とは・・・・

一人一人が、健康で豊かな生活を営むことや、仕事に役立つ知識や技術を身
につけたり、生きがいのある充実した人生にするために、自分の意思に基づき、
必要に応じて自分に適した手段や方法を選んで、生涯を通じて行う学習活動
のこと

いるまの生涯学習 《いるまなびと》

2016年度「まちの先生講座」実施報告

入間市生涯学習をすすめる市民の会
http://irumanabito.net/

2017年4月27日
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「だれもが生涯にわたって、いつでも、どこでも学ぶこ
とができ、学んだことを暮らしや地域に活かすことので
きるまち」を目指します。
キーワード：いるまなびと（地域の仲間と学ぶ市民）

ビジョン： いるま生涯学習プラン２１ 第4次生涯学習推進計画

＜まちの先生交流会＞



いるまなびと とは・・・
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サークル、団体

まちづくり推進団体

＜地域で教えるいるまなびと＞

市民活動
団体

＜地域に活かすいるまなびと＞

市役所

自身の学びを深化

自身の学びを
地域課題に活用

まちの先生

仲間と学びあう

仲間に教える／伝える

＜地域で仲間と学ぶいるまなびと＞

市民／行政協働

学校、企業等

＜学びを支えるいるまなびと＞

いるまなびと＝地域で仲間と学ぶ市民

いるま、まなび、ひと（市民）、ナビ（案内）を合せた造語



まちの
先生
リスト
登録者

まちの先生講座の位置づけ

地域の仲間に教える市民

地域の仲間と学ぶ市民

まちづくりを進める市民
（まなびを活かす市民）

＜学びの活用＞

＜いるまなびとを増やす＞

頑張る市民（自分へのチャレンジ）

切っ掛けが欲
しい・・

仲間に教えたい・・

学びの成果を活
かしたい・・

「いるまなびと」を増やす仕組みとして、５年目の試行
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＜学びの深化＞

＜仲間／地域へ＞

個人で学ぶ市民

【まちの先生講座】

講座の
企画提案



まちの先生講座の仕組み

• 講座の要素：まちの先生、まちの生徒、まちの教室、そして事務室

• 5年目の試行 → 開催時期２月へ、先生のスタッフ参画、公民館利用増
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＜まちの先生＞

＜まちの教室＞

＜まちの生徒＞
（受講生）

まちの先生リスト登録者

＜事務室＞講座の企画、運営

受講

出講

時間割

場所割

募集：開催告知・PR

応募

まちの先生の募集：

応募

１）講座企画
1-1）企画立案、決定
２）先生対応

2-1）まちの先生リスト管理
2-2）募集および応募管理
３）場所対応

3-1）教室予約（ｾﾝﾀｰ、公民館）
４）市民対応

4-1）受講者募集および応募管理
4-2）開講判断、受講者抽選
4-3）受講者へ受講可否連絡葉書

５）スタッフ対応
5-1）スタッフマニュアル
5-2）スタッフ割当て
5-3）講座備品等

６）終了後対応
6-1）アンケート集計
6-2）報告書
6-3）まちの先生交流会

市民活動センター
公民館、など



実施状況

項 目 内 容 前年度 備 考

実施期間 2017/2/1～2/28 10/1～10/31 平日午前午後（例外で土曜）

講座種別 17講座 23講座 企画案25の内、17講座を開講

実施コマ数 34コマ 48コマ 3コマ/講座(9)、2コマ(7)、1コマ(7)

参加人数 219名（全コマ延数） 379名 1受講生が複数コマ、複数講座参加

受講生総数 117名 182名 登録者総数（欠席者も含む）

スタッフ総数 延べ34名 延べ48名 市民の会、まちの先生

開催場所 イルミン活動室、公民館 半数超が公民館、更にALIT青丘庵
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開講講座１７のテーマ・先生
講座テーマ（コマ数） まちの先生 講座テーマ（コマ数） まちの先生

川柳は日本のうた！五・七・五で人生をよん
でみよう（３）

開坂武彦
はじめてのハタヨガ 友yoga～友絵とヨガし
てみよう！～（３）

友 絵

入間の近代化、現代への足跡、証を訪ねて
（１）

岡野 亘 青竹＆ボールで簡単ヨーガ（１） 中條京子

茶道の世界シリーズ⑤茶飯釜の茶事（２） 久下宗光 植物の防衛作戦（１） 福地朝男

古文書初心者入門講座（２） 宇野藍子 よく飛ぶヒコーキを作るぞ！（２） 国本勝次

はじめての風景画「春の野山を淡彩で描こ
う」（３）

武田恵子
ホルンを知ろう♪体験付レクチャーコンサー
ト（１）

神立知早子

気軽に作れるとび出す絵カード（２） 山崎紀彦
エレキギター入門講座 －さあ楽しく掻き鳴
らそう－（２）

渡部直也

動詞から豊かな表現へ（英検２級程度)（３） 新井栄二 ホームページをつくろう（２） 佐藤 享

傾聴ボランティア養成講座 実技編（２） 鈴木由美子 パソコンでインターネットを使いこなそう（３） 安藤正弘

楽しく歌って介護予防（２） 望月雅枝
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５年間の実績と評価

• ５年間で延べ受講生数1,447名、登録受講生数662名

• 2016年度は実施講座の減少に比例して受講生が減少
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（２） 講座数と実施コマ数（１） 登録受講生数と延べ受講生数（名）
５年間 延べ受講生総数1,447名
５年間 登録受講生総数 662名



講座のアンケート結果
115名の受講者アンケート（対象117名中）
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 受講者の約97%が満足
 受講費は6割弱が妥当、3割が安いと評価
 広報いるま、ちらしで約53%、ちらしも16%

 今後のイベント情報の受取り可：85名

受講費はいかがですか？

何で知りましたか？

講座の感想は？

凡例
NA：回答なし



受講生の声（1/2）

– とても楽しい講座だったので、ぜひ続きを

– ２級程度レベルということだが、難しい表現などもありそのようには感じ
なかったので全３回では全く足りないと思った

– 講座終了後も何かの形で続けてほしい

– 短期間で身近な会場で参加費も高くないので、気軽に学びたい好奇心
を満たす絶好の機会なので、まだまだ新しいことができると思うとうれ
しい。もっと広まり参加者も増えたらよいと思う

– 写真を使った絵もよいが外にもでて描きたい

– 講座の宣伝が不足しているので、市報等を利用した戸別配布ができた
らよいと思う

– 講義とライブの３時間があっという間だった。ありがとうございました

– 価値ある勉強の機会になった。ありがとうございました

– １日しか参加できなかったが、とてもよかった。皆様のお話がとても刺
激になった
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受講生の声（2/2）

– 年１回だと都合が合わず参加できなかったりするので、年に何回か企
画してほしい

– 子供が音楽や楽器に興味をもってくれたらと思い参加した。楽しんでく
れてよかった。ホルンはむずかしいと思った

– パソコンを使う興味ある講座があったら、また参加したい

– 講座に初めて参加したが、これからも興味のある講座に参加したい

– エレクトーンに合わせた歌もすてきだった。鳴子を使って元気になれた

– 楽しい講座が沢山あるので、もっと市民に周知されることを希望する

– 続けて勉強したい。孫自身の絵を使った絵本が最高。私も作ってみた
いので教えてほしい

– 初めてだったが、これからもいろいろ参加したい

– 講座により費用のばらつきがある

– 期間が短い。学びたい側としては、じっくり時間をかけた講座があった
らいいと思う
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2017年度に向けて

• 基本的な考え方

– 5年間の活動で定着してきた講座を、今後も継続予定

– 但し、開催場所として公民館の更なる活用、先生のスタッ
フ参画促進、開催期間を拡張、などの試行を進める

• 具体的な案

– 開催時期： 10月～12月辺りで

– 公民館との連携を強化

– まちの先生の運営参画促進（可能な範囲で）

• 自身の講座のスタッフ参画

• 講師／スタッフのマニュアル整備、など

11



まちの先生の声
– 申込期間の前から宣伝しては。参加検討の時間が短い。開催場所と連携し
て宣伝・案内できると良い

– 職員、活動センター、スタッフの方々、親切に対応してくださり、心から感謝

– 2月開催で雪の心配あり。今回は天候に恵まれホットしている

– 開始時間に誰も来ていない日が2日間（スタッフ含め20分～40分の遅れ）。レ
ンタルマット必要者が当日キャンセル。2日目、3日目も来ず

– 2歳未満のお子様連れの受講者あり。託児の事は意識していなかったが即
時、牧師夫人が対応してくださった。感謝

– 開始30分前には準備を完了させておく事が必要と思う

– まちの先生講座を知って興味を感じても、ゆるい関心の人も多く、気が付い
たら締め切りを過ぎていた・・その程度の関心の人は外れてしまうが生涯学
習を進める上では、一般的な対象者ととらえた方がいいと思う。手立てはな
いか。例えば「当日参加○名まで可」と記載するとか

– 28日は1人で運営したがプロジェクターが映らず、社協さんに助けていただい
た。今年度は前後が1時間以上空いていて、ゆとりを持って準備が出来て良
かった
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